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SDGS
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環境問題に向けた各種取り組み
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2050年度までに
CO2排出量実質ゼロを目指す
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研究背景（CARATS）
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CARATS施策導入計画
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研究背景と目的
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CARATSロードマップにて国内空域へのUPR導入が掲げられている

環境問題は航空産業全体に影響するほどにまで大きくなっており、運航面から
こうした問題に早急に対応する必要がある

実運航でどのようにUPRが使用されているかについてはあまり知られていない

UPRの使用実態について言及するとともに、実運航で使用しているシステムを用いて
国内空域へUPRを導入した際の効果について定量的に分析する



8

国外空域でのUPR使用実態
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UPRとは
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UPR（User Preferred Route）・・・利用者設定経路

運航者が様々な要素をもとに任意に経路を設定

・機種
・重量
・上層風
・運航コスト
・定時性

太平洋路線、オセアニア路線で使用
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国外空域におけるUPRの実態

オセアニア路線の例

TAXON UKATA NOGAK UPDOB KAKNI

UPR適用空域
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国外空域におけるUPRの実態
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オセアニア路線の例
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国外空域におけるUPRの実態
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太平洋路線の例

飛行時間や燃料消費量以外にも、航路上の気象状態、途中経路における代替飛行場の
気象状態、交通流混雑等を勘案しUPR経路を選定するケースがある。
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国内空域におけるUPR導入時の効果分析
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飛行計画システムについて
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SABRE社：米国テキサス州サウスレイクに本社を置くソフトウェア企業
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飛行計画システムについて
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飛行計画システムについて
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Route Optimizer機能

気象

定時性

運航コスト

Waypoint間のRouteを各要素を加味して自動生成する機能を有する

制限空域
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UPRでの使用例
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収集データ諸元
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HND

CTS

FUK

OKA

FL390
FL390

FL400

データ収集期間
2020.5.1～2020.6.30（計366サンプル）

ZFWT 300000LBS

想定機材 ボーイング式787型機

固定経路・OPT経路双方において
ー燃料消費量
ー飛行時間

の2種類のデータを収集



©Japan Airlines, ALL rights reserved.

UPR導入時の効果分析
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（*：1%有意）

特に、飛行距離が長い路線ほど有意に差が出ることが検定より証明された

通常経路 最適化経路 通常経路 最適化経路 通常経路 最適化経路

平均消費燃料(LBS) 12498 12356 22082 21476 18335 17709

F値

t値

平均飛行時間(h:m:s) 1:11:09 1:10:15 2:12:50 2:09:05 1:49:14 1:45:18

F値

t値

HND→CTS HND→OKA FUK→CTS

0.86

1.38

1.07 1.12

4.25
※

2.63
※

0.83

1.36

1.05

2.70
※

1.23

4.39
※

全ての路線でUPR使用時に燃料消費量・飛行時間ともに小さくなることが明らかとなった
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FUK→CTS路線における燃料コスト分析結果
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FUK→CTS路線における飛行時間分析結果

＜固定経路

平均1h50min
(一便当たり）

約5分削減
UPR経路

平均1h45min
(一便当たり）
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航法援助施設利用料に着目した分析
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固定経路

UPR経路

我が国においては、QNH空域と
それ以外とで施設利用料が異なる

＜

UPRで作成した場合QNH空域外
に出てしまうケースが存在

＜

UPRの方が割高になる可能性
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航法援助施設利用料に着目した分析
一便当たりの平均費用削減効果

FUK→CTS路線においては、約28%の発生率でこういった逆転現象が発生
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CO2排出量に着目した考察
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平均削減消費燃料CO2換算(kg-CO2/便)
HND→CTS 204
HND→OKA 869
FUK→CTS 897

＜固定経路

平均26ton
(一便当たり）

約1トン削減
UPR経路

平均25ton
(一便当たり）

FUK→CTSの場合
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結論

25

実運航に使用している飛行計画システムを用いて、燃料消費量及び飛行時間
について固定経路とUPR経路の比較を行い有意差があることを明らかにした

UPR経路の設計方法によっては、固定経路に比べて航法援助施設利用料が
割高になってしまう可能性があることを示唆した

今後の課題

実運航に即したUPR経路の設定
検証路線の拡充
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